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、綱
淀

主

ヴ

減
り
二
錆
，
く
巧
窒
毎
’
て
亭
肪
斗

今
風
鮭
胤
ｉ
名
拶
盲
か
鋼
み
う
達
あ
ゑ
一

参
ま
貝
焦
ｎ
に
千
葉
子
易
批
句
（
蒋
愉
加
り
八
，
詞

矛
割
知
ハ
吉
兆

1

柊

洲
凱
雇
Ⅱ
そ
弗
略
拶
令
ｊ
、
”
や
～
う
ぞ
具
卉
可
，
何
子
且
鋼
瀕

行
笈
１
４
橇

下母
鍵
《
つ
臓
一
る
二
八
／
腿
阜
Ｉ
ノ
、

散

３
・
御
Ｊ
ノ
ム
ｖ
洲
典
〃

準
郷
Ⅷ
り
静

■h

」

〃

毒
ｊ
鼠
サ
ト
凡
謡

が
全
吟
十
蝋
刷
邪
勧
論

I
〈
〃
／
伺
い
ｗ
今
で
少
字
ラ
ム
制
些
臼
ユ
ら
／
ｉ
、
碓
塞
《

ｰ

’
a

で

’
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I

●

、
レ
ジ
髭
も
脚
螺
？
７
§
た
坊
一
ゞ
／
‐
’
九
Ｉ
洲
弘
７
１
－
７
肌
ｔ
‐
て
喪
倦

怠
哩
峰
？
ｆ
い
＃
仏
を
４
，
３
卜
三
蕎
紗
～
抜
今
～
旋
碧
雌
牟
歌

‐
‐
や
～
先
ｈ
い
ね
士
斗
を
翼
莚
乞
篭
γ
を
側
憾
み
迷
い
て
怖
請
連
敬

と
／
り
す
９
鷺
を
拠
十
り
鮠
精
琴
も
で
筵
登
診
か
伽
蕗
丈
裁
＃

諺
を
よ
蜘
窮
兎
柳
瀦
敷
な
り
臭
み
狗
稲
伽
階
９
人
ｈ
～
唾
Ｙ
み
～
隈

測
を
方
星
’
七
を
ゃ
総
り
人
＃
脳
乏
７
６
１
～
ぁ
畷
電
毒
ひ

』

す
Ｉ
？
槻
批
勘
み
り
鮴
罪
そ
ふ
う
（
な
／
６
馨
小
Ｙ
う
眼

、
了
一
な
６
基
鬼
／
、
を
わ
イ
も
幸
～
碑
崎
ハ
椛
滝
連
款
沁
呼
～
散

４
’
て
い
；
や
一
り
絶
超
考
参
穴
句
な
で
一
時
う
勅
零
句
渉
惑
叔
郎

令
今
仁
叶
つ
ｉ
た
土
（
埴

、
阿
琴
祇
琴
等
１
１
‐
↑
～
Ｚ
ふ
れ
闘
う
３
寒
秘

う
杙
小
，
く
吟
こ
ぅ
ら
牝
の
み
Ｉ
‐
オ
７
山
負
室

殺
ウ
側
津
解
の
箪
吟
泳
汽
す
ら
ｌ
乏
龍

是
箸
の
頻
丸
息
個
町
日
月
￥
間
ふ
え
堂
～
＄
も
拘
諺
ケ
野
ｊ
マ
タ
や

去
蓬
日
賦
戊
典
ハ
伽
播
？
’
に
岬
亭
～
ハ
ォ
詠
め
§
数
琴
り
ん

け

連
遮
の
名
同
を

一

一
＃
織
る
帆
鷺

・
し
”。

一

瑚
飾
↓
小
島

書
1

『
Ｉこ

，

坪
令
こ
い
仇
談
漉
堂
雀
リ
ル
忍
乱
今
と
蚤
ろ
う
と

芝
ｆ
渉
（
Ｉ

の
句
お
み
笈
ふ
ら
（
皇
惑
曾
手
島
の
句
ハ
仰
誇
り
／
汁

■■

九
壱
称

八
Ｊ
ヤ

ー

１
１
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；
胤
乃
Ｉ
佑
上
異
；
ハ
宛
よ
＄

わ
麓
，
今
１
４
あ
Ｚ
乞
琶
も
一
時

篭
一

理

．

》
恩

人
参
篭
‐
普
町
同
む
す
今
４
笈
伝
う
ｊ
毒
と
廊
砂
々
４
や

Ｖ
Ｉ
〃
＃

童
難
日
懸
を
誠
竺

●
暑
町
日
小
島
派
橋
ｙ
基
あ
と
か
７
り
し
７
を
ず
ふ
毒
悪
日
銚

中

？
や
！
～
荷
寵
人
倖
＄
た
１
人
て
い
ｔ
子
鈴
‐
も
脅
為
の
崎

蛍 繩
§
ノ
は

胤
乞
ゞ
ゞ
宝
、
奇
や
、
“
‐
涯
少
、
ゞ

〉
卒
，
。
”
に
秒
‐
鯵
‘
‐
節
も
」
４
．
壱

ヤ
ノ
偽
為
１
．
り
‐
〃

在
代

は

一

～

争
笈
式
恥
日
み
り

‐
抽
姪
身
あ
り
て
筵
や
§
趨
稀
容
毒
鏡
患
約
芝
虎
電
～
き
て
畷
＃

何
１
人
と
署
町
日
風
と

或 砥
沖
之
１
１
１
は
州
り
ざ

バ
ー
夕
や

暑
町
日
臓
め
む
会
ｖ
ぶ
り
妃
至
難
臼
嬢
０
の
句
を
次
の
八
土
冨

劃

、

#|、 ハ
ノ
《
枠
ｖ
》
江
つ
く
え
つ
／
哩
必

一

’行
住
馳
伸
伏
仰
ろ
級

う
”
／
ｎ
Ｊ
蛤
幻
悠
マ
ー

多
心
《
旭
う
え
》
諺
た
く
才
ま
猫
毒
泌
下

俺
充
肥
さ
苛
尭
・
縦
Ｊ
４
１
臺
訓
晩
心
常
矩

む
サ
リ
や
ｆ
ｌ
３
要
基
号
１
１
４
恩
の
冨
鳥
き
う
＄

や
７
か
ハ
雄
寸
易
洞
？
か
る
；
謡
の

■

ｊ
の
参

と
ノ
ー
を
ト
ム
莚

て
ホ
ャ
か
魚
吟
偽
ｌ
を
或
ハ
ヵ
吸
血
岬
Ｉ
踊
段
側

三一

ね

；
一

”
、
，
ノ
人
鱈
〃
ｆ
リ
ト
７
‐
あ
し
い
７
ル
ハ

存
ｌ
肘
り
り
減
込
七
γ
Ｌ
ｃ

ま
今
協
わ
臼
鮎
班
ｒ
γ
継
垳
１
１

’
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一

苧

１

タ

碗
句
老
謎

Ｉ
ハ

附
智
町
日
念
恭
？
１
１
り
曲
ｉ
７
Ｉ
〃
伽

1

激
苫
読
灌
へ
竃
書
可
日
小
鳥
胤
吟
仰
の
沓
γ
警
告
も
や
え
隊
‐
八

銃

つ

曇
例
う
ゃ
舅
逮
日
ふ
易
珍
令
↑

応
汎
剥
ふ
職
玄
；
と
一
多
い

ｊ
心
ｌ

吸
い
の
先
進
乞
賦
凌
Ｊ
１
↓
桧
頭
ら
永
参
γ
一
狩

り
一
人

妃
込
ｊ
、

之
ｌ
ｉ
く
幟
Ⅵ
１
１
１
劇
剛
言
け
皇
の
と
Ｉ

や
傾
く
系
入

、

倉
う
水
み
作
り
て
政
噂
ｊ
天
、
愉
斗
ぎ
ぎ
の
？
；

ず
宝
に
肴
ｌ
令
ら

戸

ｃ ｃ

を
？
；
ふ
息
捻
１
も
鮭
葺
Ｉ
嫉
尋
ｚ
～
ア
ヘ
Ｊ
１
堂
ｌ
霊
潟
郷
Ｗ
の

懲
画
一
町
甘
え
岬
も
塾
Ｉ
ｊ
か
§
冷
肌
鯵
３
４
や
毒
未
？
Ⅲ
〈
刎
弼
御
乃

》
一
．
《

１

鐸
諫
ノ
閥
》
り
碓
叫
り
洲
り
蜘
吋
の
、
ノ
ヂ
リ
ム
ト
ユ

＊
の
Ａ

４
糸
Ｉ
脇
り
抄
Ｉ
冬
子
や
り
荊
持
の

６
年ｐｌ
赤

く
ｌ
ら
鵬
ｆ
も
あ
侭
・
な

や
ん

や
捗
甲
の
午
溌
§
ん
ぐ
煩
う
以
包
め
り

１

通
１
み
な
鋸
｜
一
‐
寡
ｖ
森

I

a

4

ら １
１
１
１
１

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

老
請
う
諾
ぅ
ス
文
事
の
綴
今

散
淀
み

尚
叉
固
ク
脳
を
ざ
司
る
鬼
冬
卜
７
参
も

朧
今
り
葦
一
ろ
》
食
＄
み
〃
ｌ
く
雨

啄
６
椛
精
弦
＆
謎
の
沖
も

；
遙
福
ｒ
し
ｊ
／
（
ァ
」
山
え
峰
糯
川
の
傾
恥
》
し
ら
い
（
’
と
ｆ
ざ
０

暑
《
の
；
／
侭
あ
Ｉ
〃
仇
墨
〃
仰
八
ム
リ

ソ
た
み
〃
れ
：

少
に
武
今
＃
小
日
付
琴
し
う
る
Ｉ
ｊ

う

3

■毛 約
青
み
ｆ
川
例

P

鵬
山

永
堂日

」‐ - = 一 一一一 一一



一
一－

一一一 一

Ｆ
画
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１
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1 一

夫＃
１
ｋ
淵
砂
舟
？
脈
と

去
系
日
欝
、
う
み
易
偽
勝
り
＃
銃
Ｊ
ｊ
り
１
或
小
ら
百

た
的
今
～
？
ｊ
今
晩
ソ
約
動
ノ
タ

巻
象
圃
棚
諾
の
栂
〆
り
者
ハ
友
釣
Ｉ

裁
少
壇
了
；
伝

乞
競

･宗 去
柔
日
椰
諾

一

ノ
八
ｒ
シ
ふ
り
く
り
祁
階
を
瓜
畠
買
催
の
使

士
Ｉ
典
岡
山
蚕
ノ
６
り
い
↓
Ｚ

減
３
謬
凡
を
天
や
＆
他
曲
り
Ｉ
伶
心
ｔ
ぼ
う
申
牡
裁
詠
１

分
了
６
１
ｊ
‐
↑
う
り
こ
お
き
都
誹
ろ
ぷ
匝
童
育
仇
を
劇
仮
一
旦
戯
ノ
く
、

つ
鯲
災
グ
な
土
了
ｊ
仇
今
宕
昨
ア
ラ
ー
め
て
戒
稽
ふ
か
仰
て
り
含
〃
弘
畿

嚢
刀
心
句
迎
ど
、
乏
斗
？
＆
胎
側
を
鯖
、
１
／
、
亦
麦
ゐ

嚢 を
＃
人
参
い
；
必
４
肌
〃
珍
与
含
狗
＃
烏
ぞ

りす
竿
１
↓
ら
Ｉ
（
》
爾
亨
～

瞳
ノ
ー
ら
仲

唖
子
易
の
句
も
零
時
ｆ
え
仰
琴
〃
；
イ
と
や
～
ｔ
足
も
ヲ
｛
吟
鋤
〃
の

！
’

下

千
ウ

嘩
〆
う
い
昨
マ
ー
ノ
ｆ
、
畢
兎
了
ノ
し
姥
シ
手
挙
畢
（
、
１
１
１
画
毒
一
噸
淑
癖

埼
縁
咋
仲
一
時
ｊ
さ
お
＃
費
眺
Ｉ
必

背
／
か
＃
易
今
心
ひ

ｆ
Ａ
柳
と

一
句
“
ノ
§
に
手
か
番

釜
ぞ
、
木
の
う
抽
’
７
１
で
時
ｊ
急
突
き

Ｉ
き
ず
を

’

1

1

：
士
勺
や
多
牌
妙
川
Ｗ
ｌ

晴
代
ｊ
、
ろ
凡

１
１
１
，
浄
垂
妙
働
圃
極
か
武
》
錫
ハ
》

I

｡の
一
旬
ツ
く
り
よ
セ

不
払
叩
僻
附
り
の

４
４
偽
を
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一、

､

支
考
日
む
、
う
１
ぉ
謎
誇
亨
釦
采
緯
ｇ
４
Ｉ
今
鯲
と
い
ふ
は

＃
～
１
４
ｆ
仇
劣
今
蛇
叩
日
ふ
う
〃
〃
側
ｆ
調
Ｙ
１
回
広
？
タ
ろ
４
入
蓄
憲
り
ふ
，
坐
坤
火

Ｊ

１

の
ｊ
ｔ
ｌ
Ａ
て
ｆ
鳳
惚
剛
細
附
１
１
船
、
Ｔ
夕
吟
か
７
１
を
頭
砂
典
慨
苛
Ａ
う
Ｉ
ｊ
肌
叶
～
ル
ー

舌
家
日
先
師
＃
ｎ
人
３
散
癌
４
号
竜
↓
と
之
輝
Ｋ
イ
ー
千
晶
Ｉ

脇
７
ふ
う
ば
飼
段
や
ｔ
此
揃
を
平
ｔ
念
了
乃
ｊ
ｊ
紛
墨
‐
そ
め
Ｉ
陥
り
久
句
は

或
添
が
煮
ん
。
考
喝
ひ
〒
ｌ
我
う
総
捲
准
卜
室
奄
：
多
与
今
い
う
ひ

ゅ
参
学
零
錐
働
～
も
あ
畠
旧
が
亨
蚤
を
蚕
倹
ふ
刈
溢
承
ｆ
§

魍
師
‐
稗
バ
ラ
勺
Ｉ
糠
碧
寸
Ｊ
〃
叱
詳
轄
寸

懇
亨
？
ｊ
侭
遙
晶
埼
↑
γ
宜
句
み
～
ｆ
伝
ｄ
ｆ
伊
放
易
’
ん
Ｉ
土
典
Ｉ

人
診
命
宅
顕
応
え
溌
之
縮
Ｉ
Ｉ
共

ず
え

‐奇ﾛ,. 、
詞世:r

纐蝶"‐

リル‘ヘ

量
、へ 。一

I

島
乙
§
ん
之
燐
象
憾
＃

特
ず
ち
く
排
琴
ハ

ロ

光
坪
田
姿
日
糸
希

え
師
日
義
句
亦
諭
哲
…
ｉ
令
４
月
芯
虹
拳
患
＄
挿
岨
尭
考
４
く

松
７
了
刀
俊
γ
り
易
Ｉ
世
八
あ
う
＆
侭
淑
駆
り
の
や
ｒ
今
／
や
１
４
み
り
ぐ
Ｉ
い
き
談
了

掴
堂

走
令
似
う
ｌ
ふ
狐
ょ
手
§
の
ａ
為
１
１
４
封
を
下
手
レ
ク
リ
ム
称
？
り

｡

ド

ム
ッ

臼

先
師
圃
寺
句
鬼
夕
捗
ク
ケ
ト
？
、
拘
．
一
育
み
層
１
ク
ゥ
っ
ら
今
Ｉ

〈
も
く
す
４
６
勘
ノ
リ
向
、
９
牛
３
ｉ
も
り
ｊ
に
隙
診
砿
や
？
り
い
ｆ
‐

途
Ｊ
１
ク
バ
価
（
１
１
１
趨
応
洲
副
危
勺
い
か
剛
～
４

字
の
も
も
少
ろ
モ
ィ
代
診
零
か
？
？
；
ハ
郷
縄
ｆ
１
畢
玲

毒
‐
な
６
句
も
塗
ア
宵
り
の
ろ
う
や
１
，
帖
；
（
ｌ
ｊ
ｒ
渉
９

イ
ハ
砥
４
６
寸
Ｉ
り
く
く
り
の
や
Ｔ
ｌ
ふ
く
醤
上
品
卜
苛

－ 』

ロ
池
煙
憾
へ
３
Ｋ
〈
７
人
り

句
ノ
ー
澱
と
う
今
う
ち
浄

稲
／
１
７
り
あ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｆ
、
あ
ぃ
岬
３

、

』
ー

■
迫

術
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r

司1

も

’

‐
馴
卿
阿
批
／
命
《

句
鋤
唾
輪
の
側
な
り
手
鍬
も
？
を
示
考
亦
一
電
４
叫
、
汀
ｆ
っ
筆
ケ
ヮ

ｉ
ｌ
撫
撚
一
一
催
絢
亨
げ
き
曲
刈
？
Ｚ
ｆ
４
零
令
刎
制
８
仔
啓
副
１
２
到
込
‐

茅1
非
武

士
永
田
ｌ
催
可
く
權
噌
－丁
＃
ハ
竹

蕊
、
＃
画
京
情
‐
；
も
火
・
さ
鉤
、

ｔ
隙
だ
え
や
６
た
Ｉ
ム

し
ｊ
レ
ム
ｆ
γ

Ｉ毒
＆

去
来
臼
蕊
、
の
謹
句
二
参
邪
通
八
田
弐
十
歳
輩
ｒ
象
尭
も
靖
小

？
{､I

す
！
；
わ
、
狸
鼻
夕
，
」
気
胞
あ
４
ヴ
リ
砿
し
く
Ｉ
薊
股
蒋
１
ｋ
忠
？
●
。
作
個
も
で
乏
く
な
く

皇
，
く
共
老
人
の
箱
詫
論
う
ハ
ゾ
キ
里
剥
ふ
け
髪
、
●
ノ
吟
そ
る
職
ｒ
享
旬

芸 言
動
支
鮭
地
急
黛
油
輪
ろ
牛
忠
峯
脚
翠
芯
１
’
て
爺
と

加
蜂
等
お
し
奪
う
〃
ｔ
杉
０
１
？
凄
』
Ｉ
籾
渚
謬
恵
峰
入
ｐ
窟
Ｉ
移
弘
頼
令
の

許
六
日
選
句
渉
癩
今
て
偽

論
争
害
牟
ｊ
脇

斐
恐
日
傘
苛
人
ｖ

軍
、 ⑤

一

刎
玲
魚
心
ふ
及
建
イ
ザ
ノ
ハ

～

＞、

句、 ト

j，

Ｊ
ご
‐
葦
ｌ
え
ゃ
篭
ム
芝
御
久
琴
～
／
函
γ
芥
７
り

歩
を
曲
臓
の
姻
妙
塚
４
子
息
唯
鼠
丁
八
誌

i耶蜘
３
麟
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３
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磯
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８
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４
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；
４
９
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台
幕
タ
く
蛍
寸
や

多
仇
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仮
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挑叶叩
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３
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Ａ
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０
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／
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叩
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／
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４
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ｌ
ｌ
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／
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Ａ
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４
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Ｂ
む

ぽ

蛍
云
の

域
な
り

盃
咀

旋

Ｉ

４曲

二
心
仇
４

払
鴬
受
孤
め
ぅ
汐
；
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０
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０
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＃
Ｔ
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＆
ｖ
ふ
す
ぐ
い
Ｔ
ｆ
幼
溌
か
修
亨
準
ず

。

凸
■
、

諺
″
川
欝
蹴
り
鳴
蝋
心
？
蝋
″
と

参
逮
日
句
葦
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萄
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＃
孝
少
難
曾
Ｉ

附
蝿
‐
蚤
ｆ
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＆
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０
４
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７
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２
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７
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又
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ｌ
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０
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Ｙ
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４
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；
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ｒ
７
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／
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７
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ｉ
ｌ
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０
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Ｉ
Ｊ
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；
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句
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句
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＃
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Ａ
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／
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＃
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句
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；
Ａ
ｌ
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／
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ｌ
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句
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ｉ
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Ｙ
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ｆ
僑

鷲
γ
４
１
１
、
噺
＃

；
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史
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．
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；
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；
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／
Ａ
ｖ

ｉ
ｌ
ｊ
〃
〃
Ｊ
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ｉ
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叩
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Ａ
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ｆ
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；
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ｈ
Ｊ
ｉ
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３
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９
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；
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７
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；
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Ｉ
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催
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Ａ
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４
４
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６
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Ｚ
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瀦
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Ｉ
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１
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４
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伽
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土
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句
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０
／
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Ａ
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．
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史
台
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ｉ
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＃
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４
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＄
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／
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叱
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４
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加
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Ａ
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０
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４
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７
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Ａ
ｌ
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７
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Ｙ
刈
刑
排
や
～
ぞ

論
叩
１

蓬
口
髭
蜂
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０

Ｊ
侭
１
１
毎
Ｊ
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Ｔ
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３
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Ｊ
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＃
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叩
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７
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／
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狗
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Ｃ
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７
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３
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